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〔日本語学〕〈藁谷ゼミ〉木村
　
一貴
　
説話の言葉
　
〜『今昔物語集』の「アサマシ」
と「アヤシ」から見る「奇異」という概念〜
村原
　
京季
　
新しい日本語
　
〜「女の子女の子している」
とは〜
田中
　
法雄
　
漢字の歴史 未来
瀬戸
　
理奈
　
かぐや姫 人物像研究─ 「月」 の語源とイメージ─
池田
　
裕美
　
ウタから見る男女の言葉の違い
〔日本文学〕〈西田ゼミ〉荒井
　
寛美
　「道成寺伝説」の研究
　
─物語と女性像の変
容をめぐって─
笠原百合恵
　『とりかへばや』の研究
佐藤
　
雅秀
　
古典教育の現状
　
─なぜ古典嫌いが生まれる
のか─
鈴木
　
絵美
　
源氏物語
　
─平安の人々に愛された理由─
古田嶋愛香
　
女流日記文学における悲嘆の情の表出と女性の人権
鶴田
　
夏子
　『更級日記』から見る『源氏物語』の魅力
〈山中ゼミ〉大渡由里子
　『死者の奢り』 論
　
─僕と女子学生を中心に─
國方奈津美
　『ある心の風景』
　
─梶井文学の主題とモチー
フ─
穴澤
　
拓也
　
島木健作論
　
─島木の「やり直し」とは何か
を考える─
山崎
　
信一
　「河童」論
　
─河童の苦悩から見る芥川の求
めた救い─
平田
　
美香
　『みずうみ』論
　
─銀平の意識変化を追う─
宮田
　
恵理
　『人間失格』を通してみる太宰治の人生
鈴木
　
基史
　
江戸川乱歩
　
─怪奇小説から見る江戸川乱歩
─
川上
　
由夏
　『放浪記』から見た林芙美子の生涯
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立崎
　
裕章
　『痴人の愛』
　
─実現された「痴の世界」─
名嘉
　
桃代
　
灰谷健次郎論
　
─人生と作品における「抵抗
の精神」の内実─
〔日本語教育〕〈山岡ゼミ〉竹下
　
浩子
　
類似した接続表現について考える─「そのため」 「そのために」 「そのためには」 を中心に─
成田
　
慶子
　
韓国の大学における日本語教材─高麗大学の文法教材を中心 ─
吉住
　
麻衣
　
諺から見る大韓民国〜韓国の諺を中心に〜
金
　　
銀中
　
国語科教育で育成すべき力を説明文で鍛える実践
高橋宗一郎
　
年少者日本語教育の問題─ダブルリミテッドを中心に─
阪本
　　
望
　
配慮表現としての顔文字
青木麻里衣
　
男性語・女性語の現状とあるべき姿
〈守屋ゼミ〉曽田
　
彩乃
　
日本人の笑い話と怖い話
井出沙希子
　
日本語とスペイン語の対照研究
　
D
ale. につ
いて
樋口
　
明美
　
日本語における呼び名の機能
日高
　
裕美
　
なぜＡＣ広告は問題になったのか
塩見
　
建治
　
日本語のオノマトペをめぐる考察
田中優美子
　
日本語話者が好む公共広告の表現
南
　　
潤愛
　
形容詞をめぐる 韓対照研究
田中
　　
理
　
国語科における読解教育の課題〜
P
ISA
型
「読解力」にいかにして向き合うか〜
中峯
　
大智
　
歌詞からみた日本語話者
山下
　
伯子
　
サブカルチャーの中の言語表現
〈大塚ゼミ〉早川
　
彩音
　
時代劇の台詞の変化について─ＴＢＳ『水戸黄門』第
1部と第
43部の比較─
氣田
　
美咲
　
配慮表現について─ 「かもしれない」 と配慮─
首藤
　
広子
　
関西弁の存在表現について
近藤
　
伸枝
　
二重否定─「なきにしもあらず」の考察─
三木野正伸
　
言語行動における日独比較
蓮田
　
翔太
　
現代漫画における外国人役割語
近藤
　
正明
　「からだ言葉」について
青木
　
英明
　「は」について
